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プロテクト・ライト 取扱説明書（Web 詳細版） 

1. 本製品について 

本製品は、自転車用ヘルメットに当社が独自にフェイスガード（以下、シールド）

を装着した製品です。シールドはポリカーボネート製の透明部品であり、顔面前

方に配置されています。 

外部からの接触や衝撃が、顔よりも先にシールドに当たる場合があります。この

際、外力の大きさや条件によっては、貫通や破損が生じる可能性があります。 

なお、本製品に装着されているシールドは、当社が独自に追加した部品であり、

ヘルメット製造元（メーカー）が想定する用途（自転車用または走行遊具用）に

は含まれていない構成となっています。そのため、シールド装着状態での使用に

ついては、当社が定める本取扱説明に基づきご使用ください。 

■ ヘルメット本体の用途について 

・本製品に使用しているヘルメット本体は、自転車用または走行遊具用として設

計されています。 

・化粧箱外装に記載されている用途表示は、ヘルメット本体の仕様および SG 基

準に基づくものです。 

・本製品は当社がシールドを追加した構成ですが、ヘルメット本体の用途自体を

変更するものではありません。 

■ 重要 

・本製品は、すべての危険の回避または防止を目的としたものではありません。 

・外力の大きさ、方向、接触位置等の条件により、シールドの破損の程度や作

用の仕方は異なります。 
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・本製品は、製造元（メーカー）が規定する用途の範囲内で使用されることを前

提としています。 

2. 使用前の注意事項 

・シールドの保護フィルムを必ず取り外してください。 

・使用時は、シールドをあごまで下げた状態で使用してください。 

・ひび、変形、がたつき、固定部や装着状態の緩み等の異常がないことを確認し

てください。 

3. 構造と性能の限界 

本製品は、ポリカーボネート製のシールドが顔面前方に配置されています。 

このため、外部からの接触や衝撃が、顔よりも先に当たる場合があります。 

一方で、以下のような限界があります。 

・鋭利な爪や牙等の強い外力に対しては、貫通や破損が生じる可能性があります。 

・衝撃の大きさや方向により、シールドまたは取付部が破損する場合があります。 

・首、側面、後頭部など、シールドで覆われていない部位は保護されません。 

※ 本製品は、特定の危険に対して、負傷の防止や回避を保証するものではありません。 

4. 使用に伴うリスク 

本製品の構造上、以下のようなリスクが生じる可能性があります。 

・衝撃時にシールドが支点となり、首に負荷が集中する可能性があります。 

・外部への引っかかりにより姿勢バランスを崩し、転倒するおそれがあります。 

・ヘルメットのずれや視界の遮断が生じる場合があります。 

・破損した部材により負傷するおそれがあります。 

・視界の一部が遮られ、周囲音が聞き取りにくくなる場合があります。 
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5. 使用上の重要な注意 

・本製品の着用有無にかかわらず、危険が想定される状況では距離を確保し、 

その場から離れる行動を最優先してください。 

・クマや野生動物には近づかないでください。 

・音を出すなど、自身の存在を知らせる行動を行ってください。 

・野生動物の出没情報がある場所や視界が確保できない場所には立ち入らないで

ください。 

6. 野生動物遭遇時の一般的な注意（参考情報） 

野生動物との遭遇を避けるためには、一般的に以下のような行動が重要とされて

います。 

・クマの生息情報を事前に確認する 

・音を出して自分の存在を知らせる 

・単独での行動を避ける 

・食料や匂いの管理を行う 

※ これらは一般的な注意事項であり、本製品の性能や効果を示すものではありません。 

7. 誤解されやすい使用（重要） 

以下のような認識は適切ではありません。 

✖ 本製品を着用すれば安全が確保される 

✖ 本製品のみで十分な対策となる 

✖ 他の安全対策が不要となる 

本製品は、他の安全対策と併用して使用することを前提としています。 
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8. 他の対策用品との関係 

種類 主な役割 

クマ避け鈴 遭遇回避 

クマスプレー 接近時の対応 

本製品 
顔前面に部材が配置される構造 

（外力の種類や方向により影響が異なる） 

9. 使用を中止すべき状態 

以下の場合は直ちに使用を中止してください。 

・破損、ひび、変形がある場合 

・固定部に緩みやガタつきがある場合 

・装着状態の緩みがある場合 

・視界に支障がある場合 

・一度でも強い衝撃（転倒や物体との衝突等）を受けた場合 

・上記以外に異常（違和感、異音、装着不良等）を感じる場合 

10. 保管・点検 

・高温、直射日光を避けて保管してください。 

・使用前に状態確認（ひび、変形、がたつき、固定部や装着状態の緩み等）を行

ってください。 

・異常を感じた場合は使用しないでください。 
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11. 耐用年数および交換の目安 

ヘルメット本体の交換時期は、使用開始から 3 年を目安としてください。 

これは、紫外線や雨、汗、気温変化などの影響により、内部の衝撃吸収材や各部

品が経年劣化するためです。外観に目立った損傷がなくても、経年劣化により十

分な性能を発揮できない可能性があります。 

また、使用期間に関わらず、一度でも強い衝撃（転倒や衝突等）を受けた場合は、

外観に異常がなくても使用を中止し、交換してください。 

なお、この 3 年という目安は、国内の安全基準や SG マーク制度の運用、および

一般的な使用環境を踏まえて、多くのメーカーで採用されているものです。 

12. 廃棄方法 

本製品を廃棄する場合は、お住まいの自治体の分別方法に従って処分してくださ

い。多くの場合、不燃ごみとして分類されますが、詳細は各自治体の指示に従って

ください。 

13. SG マーク制度について 

SG マークはヘルメット本体の基準に基づくものであり、シールド部分の強度や

耐久性について評価されたものではありません。 

14. 本製品の範囲 

・本製品は、特定の危険に対して、負傷の防止や回避を保証するものではありま

せん。 

・外力の大きさ、方向、接触位置等の条件により、シールドの破損の程度や作用

の仕方は異なります。 
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15. 異常・事故時 

・けがや緊急時は、安全な場所へ移動し、必要に応じて医療機関や関係機関へご

連絡ください。 

・本製品に関する異常（破損、ひび、変形、固定不良等）が認められる場合は、

使用を中止してください。そのうえで、製品に関するお問い合わせは当社まで

ご連絡ください。 

※ 緊急時は本製品の有無にかかわらず、安全確保を最優先してください。 

16. お問い合わせ 

本製品に関するお問い合わせは当社が窓口となります。 

発売元：株式会社東北タチバナ 

〒025-0323 岩手県花巻市椚ノ目 6-114-1 

電話：0198-24-6356 FAX：0198-22-2325 

https://www.ttpg-hp.info/ 
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